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研究成果の概要（和文）： 

コンピュータを利用した『カンタベリー物語』、Hengwrt MSとEllesmere MS及び2刊
本、Blake (1980)とBenson (1987)の、4テクストの交合コンコーダンスの作成の一環とし
て、本研究においては、2写本の散文作品を除く全ての作品のコンコーダンスを作成し
た。また2刊本の全ての電子化を完成させた。第16回新チョーサー学会（Swansea, 
2008/7/19）と第17回新チョーサー学会(Siena, 2010/7/19)で、研究成果の一部（形態論）
を発表した。写本と刊本の間にある複雑な関係性が統計的手法を通して新事実として
発掘された。今度の研究の可能性を大きく秘めていると言える。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  As part of a computer-assisted textual concordance to the two MSs: Hg and El and the two 
editions: Blake (1980) and Benson (1987) of the Canterbury Tales, we completed the concordance 
between the two MSs with regard to all the verse lines.  And we also completed the machine 
readable texts of the two editions.  In the 16th and 17th conferences of the New Chaucer Society 
(Swansea, 2008/7/19, Siena, 2010/7/19), we read a paper as regards some of the morphological 
similarities and dissimilarities between the four texts.  We were able to statistically discover some 
new aspects of the relationships between the MS and the editions, which merits attention in future 
research area   
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１．研究開始当初の背景 
 G.チョーサーのテクスト研究は、近年のコ
ンピュータの発達により写本の電子化が推

し進められることから、刊本から写本そのも
のの研究へと推移していきている。とは言え、
セットテクストとしては依然として刊本が
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使われているのが現状である。そこで問題に
なるのは、セットテクストである刊本が写本
と比較した場合、どこが編集され、どこが写
本そのままに採用しているかという問題で
ある。従来刊本のテクスト注釈において写本
との交合が指摘されてはいるが、それは体系
的・統計的な叙述ではない。そこでチョーサ
ーの代表的な作品である『カンタベリー物
語』(The  Canterbury Tales)を取り上げ、
しかもチョーサーのオリジナルに最も近い
とされる写本、Hengwrt 写本（以下 Hg）と
Ellesmere（以下 El）写本に焦点を当て、そ
れが現代のセットテクストである Blake 
(1980)と Benson (1987)とどのように対応す
るのか、４テクストのコレーション・コンコ
ーダンスを作成することは、緊急課題である
と考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、コンピュータによりチョ
ーサーの『カンタベリー物語』の２つの代表
的な写本と２つの代表的な刊本を取り上げ、
４つのテクストのコンコーダンスを作成し、
チョーサーの言語研究及び本文批評に貢献
することである。当該作品８０余写本のうち、
最も重要であると考えられる２つの写本、Hg
と El を取り上げた。２つの刊本としては、
Hg に依拠した刊本、N. Blake, ed. (1980) 
The Canterbury Tales, Edward Arnold と
El に依拠した L. D. Benson, ed. (1987) The 
Riverside Chaucer, OUP を取り上げた。 

Hg 写本は、『カンタベリー物語』において、
最も古い写本であり、その分チョーサーのオ
リジナルに最も近いと考えられている。一方、
El 写本は、写字生の編集を通して最も完成に
近いもので、従来多くの刊本のベースにされ
てきた。４つのテクストの比較コンコーダン
スは、その重要性が示唆されるものの未だ実
行されてはいない。本研究では、写本と刊本
の異同を即座に示すことが可能である。チョ
ーサーのテクストのオリジナルの再建や、音
韻、形態、統語、韻律等の観点からの研究に
対して、第一級の資料を提供できると考える。 
 
３．研究の方法 
上記の研究目的を達成するために、下記
の手順で研究を進める。 

(1) 『カンタベリー物語』の Hg, El のコ
ンコーダンスに現代の代表的な２つ
の刊本、Blake (1980)と Benson (1987)
のコンコーダンスを加え、計４つのテ
クストの比較コンコーダンスを作成
する。すでに General Prologue, The 
Knight’s Tale, The Miller’s Tale, The 
Reeve’s Tale, The Cook’s Tale, The 
Wife of Bath’s Prologue and Tale, The 
Friar’s Tale, The Summoner’s Tale に

ついては完了しており、残りの部分の
作業を行う。 

 
(2) 連合王国、Oxford 大学の T. Hoad 教

授に、また Sheffield 大学 E.Stubbs
博士に Hg, E 及び２つの刊本について
の言語特徴に関する研究成果を報告
し、指導・助言を受ける。また British 
Library (London)及び Oxford 大学、
Bodleian Library を訪問し、文献調査
する。     

 
(3) 研究成果がまとまると、海外の学会

（例えば、The New Chaucer Society）
で発表する。 

 
(4) (1)と(2)の目的を達成するためには、現

設備のみでは不十分である。高速かつ正
確にデータ処理するためには、コンピュ
ー タ 、 Panassonic CF-Y 7AWKAJC 
UNIV モデルが必要である。データの取
り込みには、スキャナ EPSON GT-X900
が必要である。また高速に出力するため
に は 、 レ ー ザ ー プ リ ン タ 、 OKI 
C5900dn-S が必要である。また研究成果
のプリゼンテーションには、プロジェク
ター、Epson Offirio EMP-1715 が必要
である。 

 
中尾と地村は(1)と(2)、そして松尾は、

プログラム（データ解析のソフト開発、
言語の統計処理）を担当する。また中尾、
地村、松尾は(3)を担当する。研究代表者
の中尾はデータ整理の最後の総括をする。
膨大なデータ量になるので、中英語を専
門とする中尾、地村、そしてデータ処理
のアプリケーション開発とその統計的処
理の専門家である松尾の協力体制を構え
る必要がある。 
 
 以上の役割分担をしながら、２つの写
本及び２つの刊本の言語の異同に関する
基礎データを作成する。 
 

 
４．研究成果 

コンピュータを利用し、『カンタベリー
物語』について、チョーサーのオリジナル
に最も近いものとして重要な２写本、Hg
とEl、それぞれを基に編集した２刊本、
Blake (1980)とBenson (1987)を取り上げ、
４つのテクストのコレーション・コンコー
ダンスを作成する目的の基に、２写本に関
しては、散文作品を除く全ての作品のコレ
ーション・コンコーダンスを作成した。ま
た２つの刊本についてはその電子化を完
成させた。2008年7月19日に英国Swansea



 

 

で開催された第16回新チョーサー学会で、
また  2010年7月19日にイタリSienaで開
催された第17回新チョーサー学会で、研究
成果の一部を発表した。写本及び刊本の形
態論の比較を行い、i/yの使い分け、メタセ
シス、単音節形容詞の強変化と弱変化の識
別、 2写本の virguleの行位置の違い、
midtailが付加される文字の種類及びその
文 字列の位 置の違い 、また midtail と
virguleとの関係、そして過去分詞の接頭辞
y (i)-の有無について、統計学的に明らかに
した。virguleについて具体的に述べると、
Hgの方がElよりも多く、しかも行内の位置
に偏りがあることが検証できた。過去分詞
接頭辞ついては、Elの方が接頭辞が多用さ
れていること、また刊本では写本に無いに
も拘わらず韻律パタンに合わせるため、か
なりの編集を加えていることが明らかに
された。 

同学会に参加された研究者、 Peter 
Robison k教授（Birmingham University）
や David Wallace 教 授  (Pennsylvania 
University)から、評価と共に貴重な助言を
得た。また口頭発表の一部を Nakao , 
Jimura and Matsuo (2009ab), Jimura 
(forthcoming)の論文にまとめた。 

散文作品であるMelibeeとParson’s Tale
については、２写本の電子化の作業を終え
た。コレーションするために必要となる写
本の行の分節の仕方についても方針を決
めた。 
  本研究を通して写本と刊本の間にある複
雑な関係性が、統計的手法を通して、新たな
事実として発掘された。今度の研究の可能性
を大きく秘めていると言える。 
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